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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
12
回 

目
付
の
心
得
書
を
読
む 

御
目
付
心
得
書
（
新
見
文
書
） 

請
求
番
号
：
江
戸
明
治
期
史
料 

新
見
文
書
―
２
３
３ 

 

東
京
都
公
文
書
館
で
は
、
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）
７
月
21
日
（
金
）
か
ら
９
月

14
日
（
木
）
ま
で
、
企
画
展
「
旗
本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

～
家
と
仕
事
と
私
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
旗
本

は
た
も
と

は
、
将
軍
の
直
属
家
臣
団
の
う
ち
、
知
行

ち
ぎ
ょ
う

高だ
か

１
万
石
以
下
で
、

将
軍
に
御
目
見

お

め

み

え

以
上
の
家
格
を
持
つ
者
を
指
し
ま
す
１

。
そ
の
役
割
は
、
江
戸
城
な
ど

の
警
衛
や
将
軍
の
護
衛
を
主
務
と
す
る
番
方

ば
ん
か
た

と
、
町
奉
行
や
勘
定
奉
行
な
ど
行
政
・

司
法
・
財
政
を
担
う
役
方

や
く
か
た

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

本
展
示
で
は
主
に
、
旗
本
が
務
め
た
役
職
の
一
つ
で
あ
る
「
目
付

め
つ
け

」
に
着
目
し
、
当

館
が
所
蔵
す
る
「
新
見
文
書
」
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
旗
本
の
す
が
た
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
目
付
が
記
し
た
心
得
書

こ
こ
ろ
え
し
ょ

に
つ
い
て
、
も
う
少
し

掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
．
旗
本
新
見
家
に
つ
い
て 

目
付
は
、
若
年
寄
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
旗
本
・
御
家
人

ご

け

に

ん

の
監
察
や
諸
役
人
の
勤

務
状
況
の
検
査
を
主
務
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
職
務
内
容
は
、
殿
中
礼
法
の
指
揮
、

将
軍
参
詣
・
御
成

お
な
り

の
行
列
の
監
督
、

評

定

所

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

の
立
会
い
、
幕
府
諸
施
設
の
巡
察
、

消
防
の
監
視
、
諸
普
請
の
出
来
栄
え
見
分
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
人
数
は
不
同

で
、
享
保
17
年
（
１
７
３
２
）
に
定
員
は
10
名
と
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
幕
末
に
は
増

員
さ
れ
30
名
前
後
と
な
り
、
外
国
掛
、
海
防
掛
な
ど
の
職
務
も
兼
務
す
る
よ
う
に
な

 

 

 

御目付心得書 表紙 
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り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
目
付
は
、
旗
本
・
御
家
人
を
統
制
す
る
「
幕
府
の
監
察
人
」
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
新
見
家
は
武
田
家
の
庶
流
で
、
元
々
「
に
ゐ
み
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
後
に
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
「
し
ん
み
」
を
称
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
２

。
徳
川
家
康
の
関
東
入
封
後
、
相
模
国
鎌
倉
郡
の
う
ち
に
２
５
０
石
を
与
え

ら
れ
、
元
和
３
年
（
１
６
１
７
）
８
月
に
は
近
江
国
蒲
生

が

も

う

郡
、
滋
賀
郡
な
ど
の
う
ち
に

加
増
さ
れ
て
、
合
計
８
１
０
石
余
を
領
知
し
て
い
ま
し
た
３

。 

 

新
見
家
で
目
付
の
役
職
に
最
初
に
就
い
た
の
は
、
天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
３
月

６
日
に
正
恒

ま
さ
つ
ね

跡
を
継
い
だ
正
登

ま
さ
さ
だ

で
、
寛
政
７
年
（
１
７
９
５
）
４
月
７
日
の
こ
と
で

し
た
。
続
い
て
、
正
登
の
跡
を
継
い
だ
正
路

ま
さ
み
ち

も
、
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
西
丸
目

付
、
同
６
年
に
本
丸
目
付
に
就
任
し
、
大
坂
町
奉
行
を
経
て
、
将
軍
家
慶
の
御
側

お

そ

ば

、
御

側
御
用

ご

よ

う

取
次

と
り
つ
ぎ

に
進
み
、
天
保
改
革
政
治
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。 

当
館
に
伝
わ
る
新
見
文
書
の
多
く
は
、
新
見
家
が
こ
の
目
付
の
職
務
を
担
っ
て
い

た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
早
速
資
料
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

２
．【
資
料
】 
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３
．
解
読
文
・
読
み
下
し
文 

【
解
読
文
】 
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【
読
み
下
し
文
】 

（
表
紙
） 

「 
一 

御
目
付 

心
得
書 

新
見 

 

」 

 

「
二
●
」
御
作
事
方
御
修
復
場
所 

一
御
本
丸
西
丸
御
殿
向
不
残 

一
大
手
御
門
御
橋
御
番
所
并
内
外
腰
懸
内 

桜
田
二
重
御
櫓
迄
続
瓦
塀 

一
同
所
三
丸
境
迄
続
瓦
塀 

一
同
桜
田
御
門
御
橋
大
御
番
所
渡
御
櫓
瓦 

塀
内
外
腰
懸 

一
同
所
二
重
御
櫓
続
瓦
塀
共 

一
下
乗
橋
御
櫓
同
御
橋
内
腰
懸
共 

一
同
所
続
御
多
門
ゟ
二
重
御
櫓
迄 

一
同
所
瓦
塀
続
御
多
門 

一
同
続
御
多
門 

一
喰
違
御
門
二
重
御
櫓
迄 

一
御
金
蔵
後
御
多
門
御
金
蔵
并
元
払 

会
所
本
番
所
惣
囲
塀 

一
蓮
池
三
重
御
櫓
大
番
所
続
瓦
塀
御
門 

外
駒
寄
柵
共 

一
同
所
御
厩 

一
同
所
続
御
多
門
ゟ
二
重
御
櫓
迄 

一
同
所
渡
御
櫓 

一
坂
下
御
門
大
番
所
并
土
手
上
瓦
塀 

一
中
御
門
渡
御
櫓
御
番
所
并
続
瓦
塀 

一
大
御
番
所
後
御
多
門
続
瓦
塀 

一
中
御
門
続
御
多
門 

一
同
表
方
御
多
門 

一
同
続
御
多
門 

一
同
断 

一
上
埋
渡
御
櫓
三
重
御
櫓
続
瓦
塀 

一
御
玄
関
前
二
重
御
櫓
続
左
右
瓦
塀 

一
同
所
二
重
出
御
櫓
同
所
渡
御
櫓 

一
同
所
続
御
多
門 

一
御
玄
関
前
大
番
所
同
所
腰
懸 

一
同
御
書
院
番
頭
泊
部
屋
并
囲
板
塀 

一
同
続
御
細
工
所
御
多
門 

一
御
細
工
所
并
土
手
上
瓦
塀
御
鉄
炮
部
屋 

御
徒
目
付
組
頭
部
屋
同
向
腰
懸 

（
後
略
） 

 

４
．
資
料
解
説 

江
戸
幕
府
の
作
事

さ

く

じ

奉
行
は
、
建
造
物
の
新
築
や
修
繕
を
担
当
す
る
役
職
で
し
た
。

作
事
方
は
奉
行
を
中
心
に
、
勘
定
役
な
ど
の
事
務
官
と
、
大
工
や
肝
煎

き
も
い
り

な
ど
の
技
術

者
と
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
は
じ
め
作
事
奉
行
は
建
築
営
繕
の
一
切
を
管
轄
し
て
い
ま

し
た
が
、
貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
に
小
普
請
方
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
区
分
さ

れ
ま
し
た
。 

実
際
の
職
務
分
掌
は
、
享
保
３
年
（
１
７
１
８
）
５
月
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
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れ
に
よ
る
と
、
作
事
方
は
本
丸
・
西
丸
の
表
向
、
城
郭
の
櫓
や
多
門
、
そ
の
他
町
奉
行

屋
敷
や
火
消
役
屋
敷
な
ど
52
か
所
を
担
当
し
、
小
普
請
方
は
増
上
寺
や
浜
御
殿
、
吹

上
御
花
畑
な
ど
53
か
所
を
担
当
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
４

。 

今
回
取
り
あ
げ
た
「
心
得
書
」
で
も
、
作
事
方
と
小
普
請
方
と
が
別
立
て
に
書
き

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
目
付
で
あ
る
新
見
正
登
は
、
二
つ
の
担
当
部
署
の
調
整
役
を
務

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
の
文
書
を
読
み
進
め
て
い
く
う
え
で
は
、
別
文
書
で
あ
る
「
御
城
内
御
破
損
御

見
廻

み
ま
わ
り

絵
図
」（
新
見
文
書
―
２
５
５
、
後
掲
参
照
）
と
対
照
し
て
い
く
と
、
破
損
箇
所

を
見
廻
る
順
路
が
わ
か
り
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
回
は
、
作
事
方
の
担
当
箇
所
に
限
り
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
修
繕

箇
所
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
①
大
手
門

お

お

て
も

ん

橋
の
番
所
・
腰
懸

こ
し
か
け

、

桜
田
二
重
御
櫓

や

ぐ

ら

・
瓦
塀
、
三
丸
境
迄
続
き
瓦
塀
、
②
桜
田
門
橋
大
番
所
渡
り
櫓
瓦
塀
・

腰
懸
、
同
二
重
櫓
続
き
瓦
塀
、
③
下
乗

げ
じ
ょ
う

橋ば
し

の
櫓
・
腰
懸
、
同
続
き
多
門
・
二
重
櫓
、
同

瓦
塀
続
き
多
門
、
④
喰
違
門

く
い
ち
が
い
も
ん

の
二
重
櫓
、
⑤
御
金
蔵

お

か

ね
ぐ

ら

後
方
の
多
門
、
御
金
蔵
・
元
払

会
所
・
本
番
所
惣
囲
塀
、
⑥
蓮
池
門

は
す
い
け
も
ん

の
三
重
櫓
・
大
番
所
続
き
瓦
塀
・
駒
寄

こ
ま
よ
せ

柵
、
同

厩
う
ま
や

、
⑦
坂
下
門

さ
か
し
た
も
ん

の
大
番
所
・
土
手
上
瓦
塀
、
⑧
中
門

な
か
の
も
ん

の
渡
り
櫓
・
番
所
、
瓦
塀
、
⑨

大
番
所
後
ろ
の
多
門
続
き
瓦
塀
、
⑩
上
埋

か
み
う
ず
み

渡
門
の
櫓
・
三
重
櫓
続
き
瓦
塀
、
⑪
玄
関

前
の
二
重
櫓
続
き
左
右
の
瓦
塀
、
同
二
重
出
櫓
・
同
渡
り
櫓
・
同
続
き
多
門
な
ど
と

続
い
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
江
戸
城
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
現
在
の
皇
居
に
は
、
大
手
門
と
平
川
門
、

北
桔

き
た
は
ね

橋
門

ば
し
も
ん

の
三
つ
の
入
口
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
①
大
手
門
は
、
江
戸
城
の
正
門

に
あ
た
り
ま
す
。
大
手
門
の
前
は
広
場
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
番
所
や
腰
懸
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
桜
田
二
重
御
櫓
」
は
、「
桜
田
巽

た
つ
み

櫓
や
ぐ
ら

」
と
も
呼
ば
れ
、
立
ち
入

り
禁
止
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
現
存
す
る
数
少
な
い
櫓
で
す
。 

②
内
桜
田
門
は
、
三
丸
の
南
側
に
あ
る
通
用
門
で
、
大
手
門
と
な
ら
び
本
丸
に
登

下
城
す
る
際
の
関
門
で
し
た
。
外
桜
田
門
（
現
在
の
桜
田
門
）
に
対
し
て
内
桜
田
門

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
続
い
て
、
③
三
丸
よ
り
二
丸
に
入
る
際
の
正
門
を
「
大
手

お

お

て

三
之
門

さ

ん

の
も

ん

」

と
呼
び
、
そ
の
入
口
手
前
の
堀
に
か
か
る
橋
が
下
乗
橋
で
す
。
南
に
位
置
す
る
櫓
門

は
江
戸
城
の
城
門
の
中
で
も
最
大
規
模
で
、
門
を
入
っ
た
所
に
は
城
内
の
最
も
重
要

な
警
衛
所
と
し
て
百
人

ひ
ゃ
く
に
ん

番
所

ば
ん
し
ょ

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

④
喰
違
門
は
、
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
の
中
央
南
側
に
位
置
し
た
外そ

と

曲
輪

ぐ

る

わ

の
見
付
門
で
す
。
清
水
坂

し

み

ず
さ

か

か
ら
紀
伊
藩
の
中
屋
敷
に
向
か
う
喰
違
土
手
の
前
に

あ
た
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
次
に
見
え
る
の
は
、
⑤
江
戸
幕
府
が
所
有
し
て
い
た

金
銀
貨
幣
の
貯
蔵
な
ら
び
に
出
納
機
関
で
あ
る
御
金
蔵
で
す
。
管
理
を
担
っ
た
御
金

奉
行
は
、
元
方

も
と
か
た

と
払
方
に
分
か
れ
て
、
収
納
と
支
払
い
を
担
当
し
ま
し
た
。 

⑥
蓮
池
門
は
、
蓮
池
堀
と

蛤
は
ま
ぐ
り

堀
に
挟
ま
れ
た
連
絡
路
に
設
け
ら
れ
た
関
門
で
す
。

こ
の
三
重
の
櫓
は
、「
富
士
見

ふ

じ

み

櫓
や
ぐ
ら

」
を
指
し
、
明
暦
の
大
火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
万

治
２
年
（
１
６
５
９
）
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
な
ど
で
被
災
し

ま
す
が
復
元
さ
れ
、
現
在
で
も
坂
下
門
右
手
側
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
⑦
坂
下

門
は
、
西
丸
大
手
門
と
内
桜
田
門
と
の
間
に
あ
る
関
門
で
す
。
文
久
２
年
（
１
８
６

２
）
正
月
15
日
に
老
中
安
藤
信
正
が
襲
撃
さ
れ
た
事
件
（
坂
下
門
外
の
変
）
で
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

⑧
中
門
は
、
下
乗
門
か
ら
中

雀

ち
ゅ
う
じ
ゃ
く

に
至
る
中
間
の
関
門
で
す
。
こ
の
門
も
明
暦
の
大

火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
何
度
か
再
建
さ
れ
、
平
成
１７
（
２
０
０
５
）
か
ら
同
１
９
年

（
２
０
０
７
）
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
解
体
修
復
工
事
の
際
に
は
、「
宝
永
元
年
甲
申

四
月
日 
因
幡
伯
耆
両
国
主
松
平
右
衛
門
督
吉
明
築
之
」
と
い
う
刻
銘
の
あ
る
石
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
鳥
取
藩
第
３
代
藩
主
・
池
田
吉よ

し

明あ
き

に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
中
門
を
過
ぎ
る
と
、
⑨
大
番
所
が
見
え
ま
す
。
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こ
こ
に
は
、
将
軍
直
轄
の
軍
事
集
団
が
詰
め
て
い
た
と
み
ら
れ
、
江
戸
城
西
丸
や
二

丸
の
警
備
の
ほ
か
、
幕
府
が
直
轄
す
る
大
坂
城
や
二
条
城
の
警
備
に
あ
た
る
在
番
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
⑩
上
埋
門
は
、
本
丸
の
南
側
に
あ
る
門
で
、
東
側
に
は

書
院
二
重
櫓
が
あ
り
、
北
東
に
進
む
と
よ
う
や
く
⑪
本
丸
玄
関
に
至
り
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
広
大
な
江
戸
城
に
設
置
さ
れ
た
建
造
物
を
、
担
当
者
で
あ
る
作

事
方
役
人
に
目
付
が
お
そ
ら
く
随
行
し
て
巡
回
し
、
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
く
作
業

は
、
と
て
つ
も
な
い
重
労
働
だ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
目
付
新
見
正
登
は
、
作

事
方
と
小
普
請
方
が
担
当
す
る
箇
所
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
の
で
す
。 

江
戸
城
お
よ
び
そ
の
近
辺
を
描
い
た
絵
図
は
、
多
種
多
様
な
情
報
を
含
み
、
数
多

く
伝
来
し
て
い
ま
す
が
、
目
付
自
ら
が
職
務
の
た
め
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
図
示
し
た

こ
の
図
面
は
、
目
付
な
ら
で
は
絵
図
と
し
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

〈
主
要
参
考
文
献
〉 

大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
２
０
０
９
年
） 

池
享
他
編
『
み
る
・
よ
む
・
あ
る
く 

東
京
の
歴
史
４
～
６ 

地
帯
編
１
～
３
』

（
吉
川
弘
文
館
、
２
０
１
８
、
１
９
年
） 

西
木
浩
一
・
小
粥
祐
子
監
修
『
図
説
日
本
の
城
と
城
下
町
③ 

江
戸
城
』（
創
元
社
、

２
０
２
２
年
） 
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御城内御破損御見廻絵図（新見文書―２５５）を一部拡大し、執筆者が加筆した。 
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１ 
主
に
、
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
２
０
１
９
年
）
な
ど

を
参
照
と
し
た
。 

２ 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
３
―
３
１
７
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
１
９
６
４
年
） 

３ 

「
明
細
短
冊
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、「
本
国
三
河
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
管
見
の
限
り
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

４ 

『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
２
―
５
９
２
（
東
京
市
役
所
、
１
９
１
２
年
）、
同

産
業
篇
第
11
―
１
４
５
（
東
京
都
、
１
９
６
７
年
） 

                                        

             

 


